
東京都統一様式とは

東京都統一様式の特徴

「がん検診精密検査依頼書兼結果報告書（東京都統一様式）」について【概要】

精検実施医療機関が区市町村や一次検診機関に精検結果を報告（返送）するための様式。
区市町村や一次検診機関が、精検実施医療機関に要精検者の精密検査の実施を依頼する様式も兼ねている。
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 記入項目数を最小限とし、レイアウトを工夫 ➡ 記入する医療機関の負担を軽減

 区市町村が精度管理に必要な項目（「地域保健・健康増進事業報告」等）を網羅

 様式の改編は原則不可とし、都内で様式を標準化 ➡自区(市町村)以外の医療機関からの結果返送を促進

 報告書を依頼元に返送する必要性について明記

 様式の内容は、東京都、東京都医師会、国立がん研究センター、検診・精検実施機関、区市町村により構
成された有識者・実務者による検討会において精査

詳細はコチラ☟ （都統一様式のExcelファイルや当様式に関する説明書・Q&A集、健康増進事業報告との対照表等を掲載）
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/kensui/gan/torikumi-kankei/touitsu-youshiki.html（都HP「とうきょう健康ステーション」）
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大腸がん検診（H29都平均（％）） 【出典：R1都精度管理評価事業】

背景

※目標値90％：東京都がん対策推進計画（第二次改定）

＜目的＞

〇精検実施医療機関が要精検者の精検結果を依頼元（区市町村・一次機関）へ報告（返送）しやすい様式を整備
することで、区市町村における精検結果の把握を促進し、精度管理を行う上で必要となる情報を収集する。

〇都内自治体で使用する様式の統一化を図り、普及させることで、近隣自治体の精検機関からの返送を容易にする。

○全てのがん種で精検受診率が目標値(90％※)を未達成

○要精検者に対する精密検査の受診動向を全件把握できていないため、未把握率が高い

➥従来の精検依頼書兼結果報告書では記入項目が多く、記入する医療機関の負担が大きい

➥要精検者が自区（市町村）以外の近隣自治体の精検機関を受診する などが要因と考えられる

（病変のスケッチ等の一次検診結果は検診結果記録票等を参照）

https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/kensui/gan/torikumi-kankei/touitsu-youshiki.html

